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１ 人口の推移 

 

本市の総人口は、令和２年で 190,155 人です。全国的に少子高齢化が進む中、本市の総人口

は増加基調で推移してきました。高齢者人口についても同様で、平成 17 年から平成 27 年にか

けて前期高齢者数、後期高齢者数はともに増加していましたが、前期高齢者については平成 27

年以降、伸び率が著しく鈍化しています。一方、後期高齢者数については平成 27 年以降も増

加し続けており、今後も増加基調で推移する見込みです。（将来人口推計については、第５章「介

護保険事業の運営」に掲載。） 

本市における高齢化率は、令和２年で 21.2％となっており、国から 7.5 ポイント、愛知県か

ら 3.8 ポイント下回っています。 

 

  図表 ２-１ 人口の推移                      （人） 

区分 平成 17 年 平成 22 年 平成 27 年 令和 2 年 

全年齢 171,811 180,751 185,615 190,155 

高齢者 23,716 29,305 36,263 40,233 

前期高齢者 14,118 16,649 20,512 20,756 

後期高齢者 9,598 12,656 15,751 19,477 

資料：安城市「住民基本台帳」(各年 10 月 1 日現在) 

備考：前期高齢者：65～74 歳人口、後期高齢者：75 歳以上人口   

 

 

  図表 ２-２ 高齢化率の推移                          （％） 

資料：安城市は「住民基本台帳」（各年 10 月 1 日現在） 

   国・愛知県は、平成 17 年～平成 27 年が総務省統計局「国勢調査」 

   令和 2 年は国が総務省統計局「人口推計」（10 月 1 日現在、概算値）、愛知県は「あいちの人口」（10 月 1 日

現在） 

  

第２章 高齢者を取り巻く現状 

区分 平成 17 年 平成 22 年 平成 27 年 令和 2 年 

安城市 13.8 16.2 19.5 21.2 

国 20.0 23.0 26.6 28.7 

愛知県 17.3 20.4 23.8 25.0 
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２ 地区別の高齢化の状況 

 

令和２年の市内の中学校区ごとの高齢化の状況をみると、明祥中学校区（25.2％）、桜井中学

校区（23.3％）において高齢化率が高くなっています。一方、篠目中学校区では 17.7％と、他

の中学校区より低くなっています。 

 

図表 ２-３ 中学校区別の高齢化率（策定年度の比較） 

校区別 

総人口（人） 高齢者人口（人） 高齢化率（％） 

平成 29 年 令和 2 年 平成 29 年 令和 2 年 平成 29 年 令和 2 年 

東山中学校区 24,655 24,676 4,534 4,731 18.4 19.2 

安城北中学校区 30,240 30,521 6,616 6,905 21.9 22.6 

篠目中学校区 22,541 22,432 3,741 3,968 16.6 17.7 

安城南中学校区 30,860 31,252 5,854 6,266 19.0 20.0 

安祥中学校区 19,662 19,498 4,339 4,486 22.1 23.0 

安城西中学校区 25,310 26,073 4,954 5,316 19.6 20.4 

明祥中学校区 12,981 13,190 3,144 3,318 24.2 25.2 

桜井中学校区 21,611 22,513 4,999 5,243 23.1 23.3 

計 187,860 190,155 38,181 40,233 20.3 21.2 

資料：安城市「住民基本台帳」（各年 10 月 1 日現在） 

 

図表 ２-４ 中学校区別の高齢者数 

 

 

 

        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
資料：安城市「住民基本台帳」（令和 2 年 10 月 1 日現在） 

備考：前期高齢者：65～74 歳人口、後期高齢者：75 歳以上人口 
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３ 世帯の状況 

 

本市の総世帯数は令和２年で 76,868 世帯、高齢者のいる世帯数は 26,951 世帯となっていま

す。総世帯数に占める高齢者のいる世帯数の割合は令和２年で 35.1％と、平成 29 年と比較し

てわずかに増加しています。高齢者のいる世帯の中でも、高齢者単身世帯、高齢者のみの世帯

の割合が増加しています。 

平成27年の国勢調査によると、本市の総世帯数に占める高齢者のいる世帯数の割合は33.1％

で、国と比べて 7.6 ポイント、愛知県と比べて 4.2 ポイント低くなっています。また、高齢者

単身世帯の割合も、国・愛知県と比べて低くなっています。 

 

図表 ２-５ 世帯構成の推移       

区分 
世帯数 割合（％） 

平成 29 年 令和 2 年 平成 29 年 令和 2 年 

総世帯 74,090 76,868   

高齢者のいる世帯 25,760 26,951 34.8 35.1 

 高齢者単身世帯 6,544 7,277 8.8 9.5 

 高齢者のみの世帯 6,378 7,086 8.6 9.2 

  夫婦のみ 5,927 6,541 8.0 8.5 

  夫婦以外 451 545 0.6 0.7 

 その他の高齢者世帯 12,838 12,588 17.3 16.4 

資料：安城市「住民基本台帳」（各年 10 月 1 日現在） 

 

 

  図表 ２-６ 国・愛知県との比較       

区分 
 割合（％）  

安城市 国 愛知県 

高齢者のいる世帯 33.1 40.7 37.3 

 高齢者単身世帯 9.3 12.0 11.3 

 夫婦のみの世帯 6.4 11.1 9.2 

資料：総務省統計局「国勢調査」（平成 27 年） 
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４ 住居の状況 

 

住居の状況については、「持家（一戸建て）」の割合が高齢者で 79.0％、認定者で 79.9％と、

要介護認定の有無に関わらず大半を占めています。 

 

  図表 ２-７ 住居の状況    （％） 

区分 高齢者 認定者(在宅) 

持家（一戸建て） 79.0 79.9 

持家（集合住宅） 7.9 6.9 

公営賃貸住宅 3.0 4.4 

民間賃貸住宅 5.7 6.4 

その他 0.6 1.1 

無回答 3.7 1.2 

資料：「安城市高齢者等実態調査報告書」（令和元年度） 

 

 

５ 生活の状況 

 

現在の幸福感について、10 を 高として点数を尋ねたところ、高齢者の平均は 7.1 点で「7-

10 点」と回答した方の合計は約 61.3％となっています。健康状態がよい人ほど幸福感が高く、

社会参加をしている人も幸福感が高くなる傾向がみられます。 

 

図表 ２-８ 現在の幸福感 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：「安城市高齢者等実態調査報告書」（令和元年度）  
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健康状態について、「とてもよい」「まあよい」と回答する高齢者は 71.6％です。 
 
  図表 ２-９ 現在の健康状態      

 

 

 

 
 
 
 

資料：「安城市高齢者等実態調査報告書」（令和元年度） 
 
 
 

余暇活動・社会活動の参加状況について、「収入のある仕事」「趣味関係のグループ」「スポー

ツ関係のグループやクラブ」等への参加がみられます。 
 
  図表 ２-１０ 余暇活動・社会活動の参加状況（月１回以上の参加） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
資料：「安城市高齢者等実態調査報告書」（令和元年度） 

 

高齢者の就業状況をみると、65 歳以上人口の就業率は全体で 24.5％であり、男女別では男

性 31.8％、女性 18.3％です。年齢別では、65～69 歳は全体で 40.4％であり、他の年齢と比べ

て高くなっています。 
 
  図表 ２-１１ 就業率        （％） 

区分 高齢者計 65～69 歳 70～74 歳 75～79 歳 80～84 歳 85 歳以上 

全体 24.5 40.4 27.2 16.9 9.5 4.3 

男性 31.8 48.9 33.0 21.9 13.0 7.2 

女性 18.3 32.0 21.8 12.5 7.1 3.0 

資料：総務省統計局「国勢調査」（平成 27 年）  
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６ 要介護認定者の状況 

 

令和２年の要介護認定者数は 5,927 人で、平成 27 年と比べると、668 人（12.7％）増となっ

ています。要介護度別にみると、平成 30 年から令和２年にかけて、要支援１・２の人数が増加

しています。一方で、要介護１・２と要介護３～５の人数はほぼ横ばいです。 

 

 図表 ２-１２ 要介護別認定者数の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
資料：「介護保険事業状況報告」（各年 10 月 1 日現在） 

 

 

介護を受けたい場所として、「自宅で家族介護」「自宅で介護サービス等を活用」を合わせる

と、自宅での介護希望が高齢者で 59.3％、認定者で 66.0％となっています。 

 

  図表 ２-１３ 介護を受けたい場所 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
資料：「安城市高齢者等実態調査報告書」（令和元年度）  
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自宅や住み慣れた地域で暮らし続けるために重要なこととして、「在宅医療が受けられるこ

と」「こまめな介護サービス」「認知症の人への支援」「緊急時の対応」「家族介護者への支援」

について多くの人が回答しています。 

 

  図表 ２-１４ 住み慣れた地域で暮らし続けるために重要だと考えること（上位５項目） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
資料：「安城市高齢者等実態調査報告書」（令和元年度） 

 

38.6 

37.5 

30.7 

30.0 

28.2 

39.9 

36.1 

36.8 

31.5 

35.7 

0 10 20 30 40 50 60

訪問看護や訪問診療など自宅で

適切な医療が受けられること

食事や排せつなど、こまめに

介護サービスが在宅で受けられること

認知症になっても適切な医療・介護・

日常生活の支援が受けられること

緊急時に対応してもらえる仕組みがあること

家族介護者に対する支援があること

(%)

高齢者

認定者




